
は
、
児
童
委
員
又
は
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
 
 
 

従
事
す
る
吏
員
を
し
て
、
児
童
の
住
所
若
し
く
は
居
 
 
 

所
又
は
児
童
の
従
業
す
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
必
要
 
 
 

な
調
査
又
は
質
問
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
 
 
 

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
証
明
す
る
証
票
を
 
 
 

携
帯
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
同
居
児
童
の
届
出
］
 
 

第
三
十
条
 
四
親
等
内
の
児
童
以
外
の
児
童
を
、
そ
の
 
 
 

親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
か
ら
離
し
て
、
 
 
 

自
己
の
家
庭
（
単
身
の
世
帯
を
含
む
。
）
に
、
三
月
（
乳
 
 
 

児
に
つ
い
て
は
、
一
月
）
を
超
え
て
同
居
さ
せ
る
意
思
 
 
 

を
も
つ
て
同
居
さ
せ
た
者
又
は
継
続
し
て
二
月
以
上
 
 
 

（
乳
児
に
つ
い
て
は
、
二
十
日
以
上
）
同
居
さ
せ
た
者
 
 
 

（
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
児
童
を
委
託
さ
れ
た
 
 
 

者
及
び
児
童
を
単
に
下
宿
さ
せ
た
者
を
除
く
。
）
は
、
 
 
 

同
居
を
始
め
た
日
か
ら
三
月
以
内
（
乳
児
に
つ
い
て
 
 
 

は
、
一
月
以
内
）
に
、
市
町
村
長
を
経
て
、
都
道
府
県
 
 
 

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
 
 
 

の
届
出
期
間
内
に
同
居
を
や
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
 
 
 

り
で
な
い
。
 
 

②
 
前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
者
が
、
そ
の
同
居
 
 
 

を
や
め
た
と
き
は
、
同
居
を
や
め
た
日
か
ら
一
月
以
 
 
 

内
に
、
市
町
村
長
を
経
て
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
 
 
 

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

③
 
保
護
者
は
、
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、
児
童
を
そ
 
 
 

の
も
と
に
お
い
て
養
育
し
が
た
い
と
き
は
、
市
町
村
、
 
 
 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
 
 
 

児
童
福
祉
司
又
は
児
童
委
員
に
相
談
し
な
け
れ
ば
な
 
 
 

ら
な
い
。
 
 

［
里
親
等
に
対
す
る
指
示
及
び
報
告
徴
収
］
 
 

第
三
十
条
の
二
 
都
道
府
県
知
事
は
、
里
親
及
び
児
童
 
 
 

福
祉
施
設
の
長
並
び
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
 
 
 

に
、
児
童
の
保
護
に
つ
い
て
、
必
要
な
指
示
を
し
、
 
 
 

又
は
必
要
な
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
保
護
期
間
の
延
長
等
］
 
 

第
三
十
一
条
 
都
道
府
県
等
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
 
 
 

本
文
の
規
定
に
よ
り
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
 
 
 

た
児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
護
者
か
ら
申
込
み
が
 
 
 

あ
り
、
か
つ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
満
 
 
 

二
十
歳
に
達
す
る
ま
で
、
引
き
続
き
そ
の
者
を
母
子
 
 
 

生
活
支
援
施
設
に
お
い
て
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
都
道
府
県
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
 
 
 

定
に
よ
り
里
親
に
委
託
さ
れ
、
又
は
児
童
養
護
施
設
、
 
 
 

知
的
障
害
児
施
設
（
国
の
設
置
す
る
知
的
障
害
児
施
設
 
 
 

を
除
く
。
）
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
 
 
 

治
療
施
設
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
入
所
し
 
 
 

号
の
規
定
に
よ
り
国
の
設
置
す
る
知
的
障
害
児
施
設
 
 
 

た
児
童
に
つ
い
て
は
満
t
一
十
歳
に
達
す
る
ま
で
、
同
 
 

に
入
所
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
そ
の
者
が
社
会
生
活
 
 
 

に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
引
 
 
 

き
続
き
同
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
継
続
し
、
又
は
 
 
 

そ
の
者
を
こ
れ
ら
の
児
童
福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
る
 
 
 

措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

③
 
都
道
府
県
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
 
 
 

定
に
よ
り
肢
体
不
自
由
児
施
設
に
入
所
し
た
児
童
又
 
 
 

は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
よ
り
指
定
医
 
 
 

療
機
関
に
入
院
し
た
第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
 
 
 

児
童
に
つ
い
て
は
満
二
十
歳
に
達
す
る
ま
で
、
第
二
 
 
 

十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
重
症
心
身
障
 
 
 

害
児
施
設
に
入
所
し
た
児
童
又
は
同
条
第
二
項
の
規
 
 
 

定
に
よ
る
委
託
に
よ
り
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
た
 
 
 

第
四
十
三
条
の
四
に
規
足
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
そ
 
 
 

の
者
が
社
会
生
活
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 
 
 

に
な
る
ま
で
、
引
き
続
き
そ
の
者
を
こ
れ
ら
の
児
童
 
 
 

福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
、
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
 
 
 

二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
継
続
し
、
又
は
こ
れ
ら
 
 
 

の
措
置
を
相
互
に
変
更
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
 
 
 

き
る
。
 
 

④
 
都
道
府
県
は
、
第
二
十
七
条
第
七
項
の
措
置
を
採
 
 
 

っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
満
二
十
歳
に
達
す
る
ま
で
、
 
 
 

引
き
続
き
そ
の
者
に
援
助
を
行
い
、
又
は
同
項
に
規
 
 
 

定
す
る
委
託
を
継
続
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
 
 
 

る
。
 
 

⑤
 
前
各
項
に
規
定
す
る
保
護
又
は
措
置
は
、
こ
の
法
 
 
 

律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
母
子
保
護
の
実
施
又
は
第
 
 
 

二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
 
 
 

項
に
規
定
す
る
措
置
と
み
な
す
。
 
 

⑥
 
第
二
項
又
は
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
 
 
 

府
県
知
事
は
、
児
童
相
談
所
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
権
限
の
委
任
］
 
 

第
三
十
二
条
 
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
十
七
条
第
一
 
 
 

項
、
第
二
項
又
は
第
七
項
の
措
置
を
採
る
権
限
の
全
 
 
 

部
又
は
一
部
を
児
童
相
談
所
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
 
 

②
 
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
二
十
一
条
 
 
 

の
六
の
措
置
を
採
る
権
限
又
は
助
産
の
実
施
若
し
く
 
 
 

は
母
子
保
護
の
実
施
の
権
限
、
第
二
十
三
条
第
一
項
 
 
 

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
並
び
に
第
二
十
 
 
 

四
条
の
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
第
二
十
 
 
 

四
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部
 
 
 

を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
長
に
 
 
 

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

③
 
市
町
村
長
は
、
保
育
の
実
施
の
権
限
及
び
第
二
十
 
 
 

四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
の
 
 
 

全
部
又
は
一
部
を
、
そ
の
管
理
す
る
福
祉
事
務
所
の
 
 
 

長
又
は
当
該
市
町
村
に
置
か
れ
る
教
育
委
員
会
に
委
 
 
 

［
児
童
の
一
時
保
護
］
 
 

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
三
十
三
条
 
児
童
相
談
所
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
 
 
 

め
る
と
き
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
措
置
を
と
る
 
 
 

に
至
る
ま
で
、
児
童
に
一
時
保
護
を
加
え
、
又
は
適
 
 
 

当
な
者
に
委
託
し
て
、
一
時
保
護
を
加
え
さ
せ
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 
 

は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
措
置
を
と
 
 
 

る
に
至
る
ま
で
、
児
童
相
談
所
長
を
し
て
、
児
童
に
 
 

一
時
保
護
を
加
え
さ
せ
、
又
は
適
当
な
者
に
、
一
時
 
 
 

保
護
を
加
え
る
こ
と
を
委
託
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

③
 
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
の
期
間
は
、
当
 
 
該
一
時
保
護
を
開
始
し
た
日
か
ら
二
月
を
超
え
て
は
 
 
 

な
ら
な
い
。
 
 

④
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
相
談
所
長
又
 
 
 

は
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 
 

は
、
引
き
続
き
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
 
 

一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
児
童
の
所
持
物
の
保
管
］
 
 

第
三
十
三
条
の
二
 
児
童
相
談
所
長
は
 
 

加
え
た
児
童
の
所
持
す
る
物
で
あ
つ
て
、
一
時
保
護
 
 

中
本
人
に
所
持
さ
せ
る
こ
と
が
児
童
の
福
祉
を
そ
こ
 
 
 

時
保
護
を
 
 



な
う
虞
が
あ
る
も
の
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
 
 
 

る
物
で
、
腐
敗
し
、
若
し
く
は
滅
失
す
る
虞
が
あ
る
 
 
 

も
の
又
は
保
管
に
著
し
く
不
便
な
も
の
は
、
こ
れ
を
 
 
 

売
却
し
て
そ
の
代
価
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

③
 
児
童
相
談
所
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
 
 
 

す
る
物
に
つ
い
て
当
該
児
童
以
外
の
者
が
返
還
請
求
 
 
 

権
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
こ
れ
を
 
 
 

そ
の
権
利
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

④
 
児
童
相
談
所
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
返
還
請
求
 
 
 

権
を
有
す
る
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
 
 
 

は
そ
の
者
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
 
 
 

返
還
請
求
権
を
有
す
る
者
は
、
六
箇
月
以
内
に
申
し
 
 
 

出
る
べ
き
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

⑤
 
前
項
の
期
間
内
に
同
項
の
申
出
が
な
い
と
き
は
、
 
 
 

そ
の
物
は
、
当
該
児
童
相
談
所
を
設
置
し
た
都
道
府
 
 
 

県
に
帰
属
す
る
。
 
 

⑥
 
児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
解
除
す
る
と
き
 
 
 

は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
す
る
物
を
除
き
、
 
 
 

そ
の
保
管
す
る
物
を
当
該
児
童
に
返
還
し
な
け
れ
ば
 
 
 

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
に
交
 
 
 

付
す
る
こ
と
が
児
童
の
福
祉
の
た
め
不
適
当
で
あ
る
 
 
 

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
保
護
者
に
交
付
す
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

⑦
 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
、
第
二
項
の
規
定
に
 
 
 

よ
る
売
却
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
要
す
 
 
 

る
費
用
は
、
そ
の
物
の
返
還
を
受
け
る
者
が
あ
る
と
 
 
 

き
は
、
そ
の
者
の
負
担
と
す
る
。
 
 
 

［
児
童
の
遺
留
物
の
交
付
］
 
 

第
三
十
三
条
の
三
 
児
童
相
談
所
長
は
、
一
時
保
護
を
 
 
 

加
え
て
い
る
間
に
児
童
が
逃
走
し
、
又
は
死
亡
し
た
 
 
 

場
合
に
お
い
て
、
遺
留
物
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
 
 
 

保
管
し
、
且
つ
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
権
利
 
 
 

者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
を
除
き
、
こ
れ
 
 
 

を
当
該
児
童
の
保
護
者
若
し
く
は
親
族
又
は
相
続
人
 
 
 

に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

②
 
前
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
の
 
 
 

規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。
 
 

［
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
］
 
 

第
l
ニ
十
t
ニ
条
の
四
 
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
福
 
 
 

祉
事
務
所
長
又
は
児
童
相
談
所
長
は
、
次
の
各
号
に
 
 
 

掲
げ
る
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
を
解
除
す
る
場
合
 
 
 

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
 
 
 

し
、
当
該
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
理
由
 
 
 

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
聴
か
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
各
号
に
定
め
 
 
 

る
者
か
ら
当
該
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
解
除
の
 
 
 

申
出
が
あ
つ
た
場
合
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
 
 
 

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

一
第
二
十
一
条
の
六
、
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
 
 
 

第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
八
第
二
号
、
第
二
十
六
 
 
 

条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
第
 
 

二
号
及
び
第
七
項
の
措
置
 
当
該
措
置
に
係
る
児
 
 

童
の
保
護
者
 
 
 

二
 
助
産
の
実
施
 
当
該
助
産
の
実
施
に
係
る
妊
産
 
 

三
 
母
子
保
護
の
実
施
及
び
保
育
の
実
施
 
当
該
母
 
 
 

子
保
護
の
実
施
又
は
保
育
の
実
施
に
係
る
児
童
の
 
 

保
護
者
 
 
 

四
 
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
の
措
 
 
 

置
 
当
該
措
置
に
係
る
児
童
の
親
権
を
行
う
者
又
 
 

は
そ
の
未
成
年
後
見
人
 
 

［
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
］
 
 

第
三
十
三
条
の
五
 
第
二
十
一
条
の
六
、
第
二
十
五
条
 
 
 

の
七
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
八
第
二
号
、
 
 
 

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
二
十
七
条
 
 
 

第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
二
項
若
し
く
 
 
 

は
第
七
項
の
措
置
を
解
除
す
る
処
分
又
は
保
育
の
実
 
 
 

施
等
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
 
 
 

十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
 
 
 

し
な
い
。
 
 

［
親
権
喪
失
首
奮
の
請
求
］
 
 

第
三
十
三
条
の
六
 
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
 
 

に
満
た
な
い
者
（
次
条
及
び
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て
 
 

「
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の
親
権
者
が
、
そ
の
親
権
を
濫
 
 

用
し
、
又
は
著
し
く
不
行
跡
で
あ
る
と
き
は
、
民
法
第
 
 

八
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
親
権
喪
失
の
宣
告
の
請
 
求
は
、
同
条
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
長
も
、
 
 

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
未
成
年
後
見
人
選
任
の
請
求
］
 
 

第
三
十
三
条
の
七
 
児
童
相
談
所
長
は
、
親
権
を
行
う
 
 
 

者
及
び
未
成
年
後
見
人
の
な
い
児
童
等
に
つ
い
て
、
 
 
 

そ
の
福
祉
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
 
 
 

所
に
対
し
未
成
年
後
見
人
の
選
任
を
請
求
し
な
け
れ
 
 
 

ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
未
成
年
後
見
人
解
任
の
請
求
］
 
 

第
三
十
三
条
の
八
 
児
童
等
の
未
成
年
後
見
人
に
、
不
 
 
 

正
な
行
為
、
著
し
い
不
行
跡
そ
の
他
後
見
の
任
務
に
 
 
 

適
し
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
民
法
第
八
百
四
十
 
 
 

六
条
の
規
定
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
解
任
の
請
求
 
 
 

は
、
同
条
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
長
も
、
 
 
 

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

第
六
節
 
雑
則
 
 

［
禁
止
行
為
］
 
 

第
三
十
四
条
 
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
 
 
 

な
ら
な
い
。
 
 

一
身
体
に
障
害
又
は
形
態
上
の
異
常
が
あ
る
児
童
 
 

を
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
行
為
 
 
 

二
 
児
童
に
こ
じ
き
を
さ
せ
、
又
は
児
童
を
利
用
し
 
 

て
こ
じ
き
を
す
る
行
為
 
 
 

三
 
公
衆
の
娯
楽
を
目
的
と
し
て
、
満
十
五
歳
に
満
 
 

た
な
い
児
童
に
か
る
わ
ざ
又
は
曲
馬
を
さ
せ
る
行
 
 

為
 
 
 

四
 
満
十
五
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
戸
々
に
つ
い
て
、
 
 

又
は
道
路
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
所
で
歌
謡
、
 
 
 

遊
芸
そ
の
他
の
演
技
を
業
務
と
し
て
さ
せ
る
行
為
 
 
 

四
の
二
 
児
童
に
午
後
十
暗
か
ら
午
前
三
暗
ま
で
の
 
 

間
、
戸
々
に
つ
い
て
、
又
は
道
路
そ
の
他
こ
れ
に
 
 
 
準
ず
る
場
所
で
物
品
の
販
売
、
配
布
、
展
示
若
し
 
 

く
は
拾
集
又
は
役
務
の
提
供
を
業
務
と
し
て
さ
せ
 
 

る
行
為
 
 
 

四
の
三
 
戸
々
に
つ
い
て
、
又
は
道
路
そ
の
他
こ
れ
 
 

に
準
ず
る
場
所
で
物
品
の
販
売
、
配
布
、
展
示
若
 
 
 
し
く
は
拾
集
又
は
役
務
の
提
供
を
業
務
と
し
て
行
 
 

う
満
十
五
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
、
当
該
業
務
を
 
 
 

行
う
た
め
に
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
 
 
 

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
 
 

百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
四
項
の
接
待
飲
食
等
営
 
 

業
、
同
条
第
六
項
の
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
及
 
 

び
同
条
第
九
項
の
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
に
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該
当
す
る
営
業
を
営
む
場
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
行
 
 

為
 
 
 

五
 
満
十
五
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
酒
席
に
侍
す
る
 
 

行
為
を
業
務
と
し
て
さ
せ
る
行
為
 
 
 

六
 
児
童
に
淫
い
ん
行
を
さ
せ
る
行
為
 
 
 

七
 
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
 
 

者
そ
の
他
児
童
に
対
し
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
 
 

為
を
な
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
、
情
を
知
つ
て
、
 
 

児
童
を
引
き
渡
す
行
為
及
び
当
該
引
渡
し
行
為
の
 
 

な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
情
を
知
つ
て
、
他
人
 
 

に
児
童
を
引
き
渡
す
行
為
 
 
 

八
 
成
人
及
び
児
童
の
た
め
の
正
当
な
職
業
紹
介
の
 
 

機
関
以
外
の
者
が
、
営
利
を
目
的
と
し
て
、
児
童
 
 

の
養
育
を
あ
つ
せ
ん
す
る
行
為
 
 
 

九
 
児
童
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
 
 

さ
せ
る
目
的
を
も
つ
て
、
こ
れ
を
自
己
の
支
配
下
 
 

に
置
く
行
為
 
 

②
 
児
童
養
護
施
設
、
知
的
障
害
児
施
設
、
知
的
障
害
 
 
 

施
設
又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
れ
 
 
 

児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
 
 

ぞ
れ
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
の
三
ま
で
及
び
 
 
 

第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
目
的
に
反
し
て
、
入
所
し
 
 
 

［
政
令
へ
の
委
任
］
 
 

た
児
童
を
酷
使
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
三
十
四
条
の
二
 
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
 
 
 

福
祉
の
保
障
に
閲
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
こ
れ
 
 
 

を
定
め
る
。
 
 

第
三
章
 
事
業
及
び
施
設
 
 
 

［
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
開
始
等
］
 
 

第
三
十
四
条
の
三
 
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
 
 
 

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
 
 
 

じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
都
道
府
県
 
 
 

知
事
に
届
け
出
て
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
 
 
 

う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
前
項
の
規
定
に
 
 
 

よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
変
 
 
 

更
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
 
 
 

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

③
 
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
は
、
児
童
自
立
生
活
 
 
 

援
助
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
 
 
 

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
 
 
 

項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
報
告
の
徴
収
等
］
 
 

第
三
十
四
条
の
四
 
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
福
祉
 
 
 

の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
自
 
 
 

立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、
必
要
と
認
 
 
 

め
る
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
 
 
 

係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
事
務
所
 
 
 

若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
 
 
 

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
 
 
 

前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 
 

［
事
業
の
停
止
等
］
 
 

第
三
十
四
条
の
五
 
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
自
立
生
 
 
 

活
援
助
事
業
を
行
う
者
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
 
 
 

れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
す
 
 
 

る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
事
業
に
閲
し
 
 
 

不
当
に
営
利
を
図
り
、
若
し
く
は
そ
の
事
業
に
係
る
 
 
 

児
童
の
処
遇
に
つ
き
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
 
 
 

そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
 
 
 

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
受
託
義
務
］
 
 

第
三
十
四
条
の
六
 
相
談
支
援
事
業
又
は
児
童
自
立
生
 
 
 

活
援
助
事
業
を
行
う
者
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
 
 
 

二
号
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
 
 
 

七
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
 
 
 

［
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
開
始
等
］
 
 

な
理
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

第
三
十
四
条
の
七
 
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
 
 

の
者
は
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
 
 

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
子
育
て
短
期
支
援
事
業
］
 
 

第
三
十
四
条
の
八
 
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
 
 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を
行
う
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
］
 
 

第
三
十
五
条
 
国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
 
 
 

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
及
 
 
 

び
保
育
所
を
除
く
。
）
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

②
 
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
 

児
童
福
祉
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

③
 
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
 
 
 

よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
 
 
 

項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
て
、
児
童
福
祉
施
設
 
 
 

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

④
 
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
厚
生
 
 
 

労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
 
 
 

事
の
認
可
を
得
て
、
児
童
福
祉
施
設
を
設
置
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

⑤
 
児
童
福
祉
施
設
に
笹
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
の
 
 
 

養
成
施
設
を
附
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

⑥
 
市
町
村
は
、
児
童
福
祉
施
設
を
廃
止
し
、
又
は
休
 
 
 

止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
 
 
 

日
の
一
月
前
ま
で
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
 
 
 

項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

⑦
 
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
は
、
児
童
 
 
 

福
祉
施
設
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
 
 
 

き
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
 
 
 

都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
助
産
施
設
］
 
 

第
三
十
六
条
 
助
産
施
設
は
、
保
健
上
必
要
が
あ
る
に
 
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
入
院
助
産
 
 
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
産
婦
を
入
所
さ
せ
て
、
 
 
 

助
産
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
 
 
 

る
。
 
 

［
乳
児
院
］
 
 

第
三
十
七
条
 
乳
児
院
は
、
乳
児
（
保
健
上
、
安
定
し
た
 
 
 

生
活
環
境
の
確
保
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
 
 
 

の
あ
る
場
合
に
は
、
幼
児
を
含
む
。
）
を
入
院
さ
せ
て
、
 
 
 

こ
れ
を
養
育
し
、
あ
わ
せ
て
退
院
し
た
者
に
つ
い
て
 
 
 

相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
 
 
 

設
と
す
る
。
 
 

［
母
子
生
活
支
援
施
設
］
 
 

第
三
十
八
条
 
母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
配
偶
者
の
な
 
 
 

い
女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子
及
び
 
 
 

そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
 
 
 

ら
の
者
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
自
 
 
 

立
の
促
進
の
た
め
に
そ
の
生
活
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
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て
退
所
し
た
者
に
つ
い
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
 
 
 

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

［
保
育
所
］
 
 

第
三
十
九
条
 
保
育
所
は
、
日
日
保
護
者
の
委
託
を
受
 
 
 

け
て
、
保
育
に
欠
け
る
そ
の
乳
児
又
は
幼
児
を
保
育
 
 
 

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

②
 
保
育
所
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
 
 
 

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
日
日
保
護
者
の
委
託
を
受
け
 
 
 

て
、
保
育
に
欠
け
る
そ
の
他
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

［
児
童
厚
生
施
設
］
 
 

第
四
十
条
 
児
童
厚
生
施
設
は
、
児
童
遊
園
、
児
童
館
 
 
 

等
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健
康
を
増
 
 
進
し
、
又
は
情
操
を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
 
 
 

す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

［
児
童
養
護
施
設
］
 
 

第
四
十
l
条
 
児
童
養
護
施
設
は
、
保
護
者
の
な
い
児
 
 
 

童
（
乳
児
を
除
く
。
た
だ
し
、
安
定
し
た
生
活
環
境
の
 
 
 

確
保
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
 
 
 

に
は
、
乳
児
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
 
 
 

じ
。
）
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
児
童
そ
の
他
環
境
上
養
護
 
 
 

を
要
す
る
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
養
護
し
、
 
 
 

あ
わ
せ
て
退
所
し
た
者
に
対
す
る
相
談
そ
の
他
の
自
 
 
 

立
の
た
め
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
 
 
 

と
す
る
。
 
 

［
知
的
障
害
児
施
設
］
 
 

第
四
十
二
条
 
知
的
障
害
児
施
設
は
、
知
的
障
害
の
あ
 
 
 

る
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
保
護
し
、
又
は
治
 
 
 

療
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
技
能
 
 
 

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 
 

［
知
的
障
害
児
通
園
施
設
］
 
 

第
四
十
三
条
 
知
的
障
害
児
通
園
施
設
は
、
知
的
障
害
 
 
 

の
あ
る
児
童
を
日
々
保
護
者
の
下
か
ら
通
わ
せ
て
、
 
 
 

こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
 
 
 

知
識
技
能
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
 
 
 

る
。
 
 
 

［
盲
ろ
う
あ
児
施
設
］
 
 

第
四
十
三
条
の
二
 
盲
ろ
う
あ
児
施
設
は
、
盲
児
（
強
度
 
 
 

の
弱
視
児
を
含
む
。
）
又
は
ろ
う
あ
児
（
強
度
の
難
聴
 
 
 

児
を
含
む
。
）
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
保
護
す
る
と
 
 
 

と
も
に
、
独
立
自
活
に
必
要
な
指
導
又
は
援
助
を
す
 
 
 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

［
肢
体
不
自
由
児
施
設
］
 
 

第
四
十
三
条
の
三
 
肢
体
不
自
由
児
施
設
は
、
肢
体
不
 
 
 

自
由
の
あ
る
児
童
を
治
療
す
る
と
と
も
に
、
独
立
自
 
 
 

活
に
必
要
な
知
識
技
能
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
 
 
 

る
施
設
と
す
る
。
 
 

［
重
症
心
身
障
害
児
施
設
］
 
 

第
四
十
三
条
の
四
 
重
症
心
身
障
害
児
施
設
は
、
重
度
 
 
 

の
知
的
障
害
及
び
重
度
の
肢
体
不
自
由
が
重
複
し
て
 
 
 

い
る
児
童
を
入
所
さ
せ
て
、
こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
 
 
 

も
に
、
治
療
及
び
日
常
生
活
の
指
導
を
す
る
こ
と
を
 
 
 

目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

［
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
］
 
 

第
四
十
三
条
の
五
 
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
は
、
 
 
 

軽
度
の
情
緒
障
害
を
有
す
る
児
童
を
、
短
期
間
、
入
 
 
 

所
さ
せ
、
又
は
保
護
者
の
下
か
ら
通
わ
せ
て
、
そ
の
 
 
 

情
緒
障
害
を
治
し
、
あ
わ
せ
て
退
所
し
た
者
に
つ
い
 
 
 

て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
 
 
 

施
設
と
す
る
。
 
 

［
児
童
自
立
支
援
施
設
］
 
 

第
四
十
四
条
 
児
童
自
立
支
援
施
設
は
、
不
良
行
為
を
 
 
 

な
し
、
又
は
な
す
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
及
び
家
庭
環
 
 
 

境
そ
の
他
の
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
生
活
指
導
等
を
 
 
 

要
す
る
児
童
を
入
所
さ
せ
、
又
は
保
護
者
の
下
か
ら
 
 
 

通
わ
せ
て
、
個
々
の
児
童
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
 
 
 

指
導
を
行
い
、
そ
の
自
立
を
支
援
し
、
あ
わ
せ
て
退
 
 
 

所
し
た
者
に
つ
い
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
 
 
 

と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 
 

［
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
］
 
 

第
四
十
四
条
の
二
 
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
 
 
 

域
の
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
 
 
 

児
童
、
母
子
家
庭
そ
の
他
の
家
庭
、
地
域
住
民
そ
の
 
 
 

他
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
と
と
 
 
 

も
に
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
七
 
 
 

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
導
を
行
い
、
あ
 
 
 

わ
せ
て
児
童
相
談
所
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
の
連
絡
 
 
 

調
整
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
援
助
を
総
合
 
 
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。
 
 

②
 
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
 
 
 

定
め
る
児
童
福
祉
施
設
に
附
置
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

③
 
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
そ
の
職
務
 
 
 

を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
個
人
の
身
上
に
関
す
 
 
 

る
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
最
低
基
準
の
制
定
等
］
 
 

第
四
十
五
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
 
 
 

設
備
及
び
運
営
並
び
に
里
親
の
行
う
養
育
に
つ
い
て
、
 
 
 

最
低
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
 
 
 

に
お
い
て
、
そ
の
最
低
基
準
は
、
児
童
の
身
体
的
、
 
 
 

精
神
的
及
び
社
会
的
な
発
達
の
た
め
に
必
要
な
生
活
 
 
 

水
準
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

②
 
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
及
び
里
親
は
、
前
項
の
 
 
 

最
低
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

③
 
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
 
 
 

設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
 
 
 

［
報
告
の
徴
収
等
］
 
 

と
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

第
四
十
六
条
 
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
の
最
低
基
準
 
 
 

を
維
持
す
る
た
め
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
、
児
 
 
童
福
祉
施
設
の
長
及
び
里
親
に
対
し
て
、
必
要
な
報
 
 
 

告
を
求
め
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
 
 
 

る
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
 
 
 

は
そ
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
設
備
、
帳
簿
書
類
そ
の
 
 
 

他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
第
十
八
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
 
 
 

前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 
 

③
 
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
又
は
 
 
 

運
営
が
前
条
の
最
低
基
準
に
達
し
な
い
と
き
は
、
そ
 
 
 

の
施
設
の
設
置
者
に
対
し
、
必
要
な
改
善
を
勧
告
し
、
 
 
 

又
は
そ
の
施
設
の
設
置
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
 
 
 

か
つ
、
児
童
福
祉
に
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
 
 
き
は
、
必
要
な
改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

④
 
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
又
は
 
 
 

運
営
が
前
条
の
最
低
基
準
に
達
せ
ず
、
か
つ
、
児
童
 
 
 

福
祉
に
著
し
く
有
害
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
 
 
 

都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
 
 
 

施
設
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
停
止
を
命
ず
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

［
児
童
福
祉
施
設
の
長
の
義
務
］
 
 

第
四
十
六
条
の
二
 
児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
都
道
府
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県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
 
 
 

に
よ
り
保
育
の
実
施
の
権
限
及
び
第
二
十
四
条
第
一
 
 
 

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
護
の
権
限
が
当
該
市
町
 
 
 

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
教
育
委
員
会
）
か
ら
こ
の
法
律
 
 
 

村
に
置
か
れ
る
教
育
委
員
会
に
委
任
さ
れ
て
い
る
場
 
 

の
規
定
に
基
づ
く
措
置
又
は
保
育
の
実
施
等
の
た
め
 
 
 

の
委
託
を
受
け
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
 
 
 

り
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
 
 

［
児
童
福
祉
施
設
の
長
の
親
権
等
］
 
 

第
四
十
七
条
 
児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
入
所
中
の
児
 
 
 

童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
な
い
も
 
 
 

の
に
対
し
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
 
 
 

あ
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
親
権
を
行
う
。
た
だ
し
、
 
 
 

民
法
第
七
百
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
縁
組
の
承
諾
 
 
 

を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
 
 
 

よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
 
 
 

。
 
 

②
 
児
童
福
祉
施
設
の
長
又
は
里
親
は
、
入
所
中
又
は
 
 
 

受
託
中
の
児
童
で
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
 
 
 

人
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
監
護
、
教
育
及
び
懲
 
 
 

戒
に
関
し
、
そ
の
児
童
の
福
祉
の
た
め
必
要
な
措
置
 
 
 

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
児
童
等
の
教
育
］
 
 

第
四
十
八
条
 
児
童
養
護
施
設
、
知
的
障
害
児
施
設
、
 
 
 

盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
情
緒
障
 
 
 

害
児
短
期
治
療
施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
 
 
 

並
び
に
里
親
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
保
護
者
 
 
 

に
準
じ
て
、
そ
の
施
設
に
入
所
中
又
は
受
託
中
の
児
 
 
 

童
を
就
学
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
乳
児
院
等
の
長
に
よ
る
相
談
及
び
助
言
］
 
 

第
四
十
八
条
の
二
 
乳
児
院
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
 
 
 

児
童
養
護
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
及
び
 
 
 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
は
、
当
該
施
設
の
所
在
す
 
 
 

る
地
域
の
住
民
に
対
し
て
、
そ
の
行
う
児
童
の
保
護
 
 
 

す
る
相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
行
う
よ
う
努
め
な
 
 
 

に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
児
童
の
養
育
に
関
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
保
育
所
の
情
報
提
供
等
］
 
 

第
四
十
八
条
の
三
 
保
育
所
は
」
 
当
該
保
育
所
が
主
と
 
 
 

し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
の
住
民
に
対
し
て
そ
の
行
う
 
 
 

保
育
に
関
し
情
報
の
提
供
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
行
 
 
 

う
保
育
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
乳
児
、
幼
 
 
 

児
等
の
保
育
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
 
 
 

行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

②
 
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
は
、
乳
児
、
幼
児
等
 
 
 

の
保
育
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
及
び
助
言
を
行
う
 
 
 

た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
、
維
持
及
び
 
 
 

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
命
令
へ
の
委
任
］
 
 

第
四
十
九
条
 
こ
の
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
児
 
 
 

童
自
立
生
活
援
助
事
業
及
び
放
課
後
児
童
健
全
育
成
 
 
 

事
業
並
び
に
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
そ
の
他
児
童
福
 
 
 

祉
施
設
に
閲
し
必
要
な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。
 
 

第
四
章
 
費
用
 
 
 

［
国
庫
の
支
弁
］
 
 

許
四
十
九
条
の
二
 
国
庫
は
、
都
道
府
県
が
、
第
二
十
 
 
 

七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
措
置
に
よ
り
、
国
 
 
 

の
設
置
す
る
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
さ
せ
た
者
に
つ
 
 
 

き
、
そ
の
入
所
後
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
。
 
 

［
都
道
府
県
の
支
弁
］
 
 

第
五
十
条
 
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
 
 
 

と
す
る
。
 
 

一
 
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
に
要
す
る
費
用
 
 
 

二
 
児
童
福
祉
司
及
び
児
童
委
員
に
要
す
る
費
用
 
 
 

三
 
児
童
相
談
所
に
要
す
る
費
用
（
第
九
号
の
費
用
を
 
 

る
費
用
 
 

六
 
都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
施
設
又
は
母
子
生
 
 
 

活
支
援
施
設
に
お
い
て
市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
 
 
 

施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
要
す
る
費
用
（
助
産
の
 
 
 

実
施
又
は
母
子
保
護
の
実
施
に
つ
き
第
四
十
五
条
 
 
 

の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
 
 
 

い
う
。
第
六
号
の
三
及
び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
 
 
 

同
じ
。
）
 
 

六
の
二
 
都
道
府
県
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
 
 

五五四  
除
く
。
）
 
 
 

削
除
 
 
 

第
一
一
十
条
の
措
置
に
要
す
る
費
用
 
 

の  

一
第
二
十
一
条
の
五
の
事
業
の
実
施
に
要
す
 
 

保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
用
（
保
育
の
実
施
に
 
 

つ
き
第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維
持
す
る
た
め
 
 

に
要
す
る
費
用
を
い
う
。
次
条
第
三
号
及
び
第
四
 
 

号
並
び
に
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
 
 
 

六
の
三
 
都
道
府
県
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
 
 

保
護
の
実
施
に
要
す
る
費
用
 
 
 

六
の
四
 
障
害
児
施
設
給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
 
 

給
付
費
若
し
く
は
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
 
 

費
又
は
障
害
児
施
設
医
療
費
（
以
下
 
「
障
害
児
施
設
 
 

給
付
費
等
」
 
と
い
う
。
）
の
支
給
に
要
す
る
費
用
 
 
 

七
 
都
道
府
県
が
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
 
 

規
定
す
る
措
置
を
採
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
入
所
 
 

又
は
委
託
に
要
す
る
費
用
及
び
入
所
後
の
保
護
又
 
 

は
委
託
後
の
養
育
に
つ
き
、
第
四
十
五
条
の
最
低
 
 

基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
（
国
の
設
置
 
 

す
る
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
知
的
障
害
児
施
 
 
 

設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
 
 

肢
体
不
自
由
児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
、
 
 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援
 
 

施
設
に
入
所
さ
せ
た
児
童
に
つ
き
、
そ
の
入
所
後
 
 

に
要
す
る
費
用
を
除
く
。
）
 
 
 

七
の
二
 
都
道
府
県
が
、
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
 
 

定
す
る
措
置
を
採
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
委
託
及
 
 

び
委
託
後
の
治
療
等
に
要
す
る
費
用
 
 
 

八
一
時
保
護
に
要
す
る
費
用
 
 
 

九
 
児
童
相
談
所
の
設
備
並
び
に
都
道
府
県
の
設
置
 
 

す
る
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
職
員
の
養
成
施
 
 

設
に
要
す
る
費
用
 
 

［
市
町
村
の
支
弁
］
 
 

第
五
十
一
条
 
次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
 
 
 

と
す
る
。
 
 

一
 
第
二
十
一
条
の
六
の
措
置
に
要
す
る
費
用
 
 
 

二
 
市
町
村
が
行
う
助
産
の
実
施
又
は
母
子
保
護
の
 
 

実
施
に
要
す
る
費
用
（
都
道
府
県
の
設
置
す
る
助
産
 
 

施
設
又
は
母
子
生
活
支
援
施
設
に
係
る
も
の
を
除
 
 

く
。
）
 
 
 

三
 
市
町
村
の
設
置
す
る
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
 
 

実
施
に
要
す
る
保
育
費
用
 
 
 

四
 
都
道
府
県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
の
設
置
す
る
 
 

保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
に
要
す
る
保
育
費
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用
 
 
 

五
 
子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
 
 
 

六
 
市
町
村
の
設
置
す
る
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
 
 

び
職
員
の
養
成
施
設
に
要
す
る
費
用
 
 
 

七
 
市
町
村
児
童
福
祉
審
議
会
に
要
す
る
費
用
 
 

第
五
十
二
条
 
削
除
 
 

［
国
庫
の
負
担
］
 
 

第
五
十
三
条
 
国
庫
は
、
第
五
十
条
（
第
二
号
か
ら
第
三
 
 
 

号
ま
で
、
第
五
号
の
二
、
第
六
号
の
二
及
び
第
九
号
 
 
 

を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
一
条
（
第
三
号
及
び
第
五
号
 
 
 

か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
地
方
公
共
 
 
団
体
の
支
弁
す
る
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
 
 
 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
。
 
 

［
国
庫
の
補
助
］
 
 

第
五
十
三
条
の
二
 
国
庫
は
、
第
五
十
条
第
五
号
の
二
 
 
 

の
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 
 
 

り
、
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
 
 
 

る
。
 
 

第
五
十
四
条
 
削
除
 
 

第
五
十
五
条
 
都
道
府
県
は
、
第
五
十
一
条
第
一
号
、
 
 
 

第
二
号
及
び
第
四
号
の
費
用
に
対
し
て
は
、
政
令
の
 
 
 

そ
の
四
分
の
一
を
負
担
し
 
 
 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
費
用
の
徴
収
及
び
負
担
］
 
 

第
五
十
六
条
 
第
四
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
費
用
を
 
 
 

国
庫
が
支
弁
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
 
 
 

臣
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
（
民
法
に
定
め
る
 
 
 

扶
養
義
務
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
都
道
府
 
 
 

県
知
事
の
認
定
す
る
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
そ
の
 
 
 

費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

②
 
第
五
十
条
第
五
号
、
第
六
号
、
第
六
号
の
三
、
第
 
 
 

七
号
及
び
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
 
 
 

た
都
道
府
県
又
は
第
五
十
一
条
第
二
号
及
び
第
二
号
 
 
 

に
規
定
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
市
町
村
の
長
は
、
本
 
 
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
そ
の
負
担
能
力
に
 
 
 

応
じ
、
そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

③
 
第
五
十
条
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
 
 
 

支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
第
五
十
一
条
第
三
号
若
し
 
 
 

く
は
第
四
号
に
規
定
す
る
保
育
費
用
を
支
弁
し
た
市
 
 
 

町
村
の
長
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
、
 
 
 

当
該
保
育
費
用
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
徴
収
し
た
場
合
 
 
 

に
お
け
る
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
保
育
の
 
 
 

実
施
に
係
る
児
童
の
年
齢
等
に
応
じ
て
定
め
る
額
を
 
 
 

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

④
 
前
項
に
規
定
す
る
額
の
収
納
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

収
入
の
確
保
及
び
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
便
 
 
 

益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
政
 
 
 

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
私
人
に
委
託
す
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

⑤
 
第
二
十
一
条
の
五
に
規
定
す
る
医
療
の
給
付
を
行
 
 
 

う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
を
 
 
支
弁
す
べ
き
都
道
府
県
の
知
事
は
、
本
人
又
は
そ
の
 
 
 

扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
負
担
能
力
に
応
じ
、
 
 
 

そ
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
同
条
に
規
定
す
る
医
 
 
 

療
の
給
付
を
行
う
医
療
機
関
（
次
項
に
お
い
て
 
「
医
療
 
 
 

機
関
」
と
い
う
。
）
に
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
 
 
 

が
で
き
る
。
 
 

⑥
 
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
 
 
 

り
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
部
又
は
一
 
 
 

部
を
医
療
機
関
に
支
払
つ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
機
 
 
 

関
の
都
道
府
県
に
対
す
る
当
該
費
用
に
係
る
請
求
権
 
 
 

は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
も
の
と
す
る
。
 
 

⑦
 
第
五
項
に
規
定
す
る
措
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
 
 
 

い
て
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
、
こ
れ
ら
の
 
 
 

規
定
に
よ
り
支
払
う
べ
き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
た
額
の
全
 
 
 

部
又
は
一
部
を
支
払
わ
な
か
つ
た
た
め
、
都
道
府
県
 
 
 

に
お
い
て
そ
の
費
用
を
支
弁
し
た
と
き
は
、
都
道
府
 
 
県
知
事
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
そ
の
 
 
 

支
払
わ
な
か
つ
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

⑧
 
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
 
 
 

定
に
よ
る
負
担
能
力
の
認
定
、
第
二
項
若
し
く
は
第
 
 
 

三
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
又
は
第
五
項
の
規
 
 
 

定
に
よ
る
費
用
の
支
払
の
命
令
に
関
し
必
要
が
あ
る
 
 
 

と
認
め
る
と
き
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
 
 
 

収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
、
必
要
な
書
 
 
 

類
の
閲
覧
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
 
 
 

る
。
 
 

⑨
 
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
七
項
の
規
定
に
 
 
 

よ
る
費
用
の
徴
収
は
、
こ
れ
を
本
人
又
は
そ
の
扶
養
 
 
 

義
務
者
の
居
住
地
又
は
財
産
所
在
地
の
都
道
府
県
又
 
 
 

は
市
町
村
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

⑩
 
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
七
項
の
規
定
に
 
 
 

よ
り
徴
収
さ
れ
る
費
用
を
、
指
定
の
期
限
内
に
納
付
 
 
 

し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
費
 
 
 

用
に
つ
い
て
は
国
税
の
、
第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
 
 
 

七
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
地
方
税
の
滞
納
 
 
 

処
分
の
例
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
 
 
 

場
合
に
お
け
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
 
 
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。
 
 

［
私
立
児
童
福
祉
施
設
に
対
す
る
補
助
］
 
 

第
五
十
六
条
の
二
 
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
次
の
 
 
 

各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
十
五
条
 
 
 

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
 
 
 

村
以
外
の
者
が
設
置
す
る
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
 
 
 

そ
の
新
設
（
社
会
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
 
 
 

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
す
る
児
 
 
童
福
祉
施
設
の
新
設
に
限
る
。
）
、
修
理
、
改
造
、
拡
 
 
 

張
又
は
整
備
（
以
下
 
「
新
設
等
」
 
と
い
う
。
）
に
要
す
 
 
 

る
費
用
の
四
分
の
三
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
 
 
 

る
。
た
だ
し
、
一
の
児
童
福
祉
施
設
に
つ
い
て
都
道
 
 
 

府
県
及
び
市
町
村
が
補
助
す
る
金
額
の
合
計
額
は
、
 
 
 

当
該
児
童
福
祉
施
設
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
の
四
 
 
 

分
の
三
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

一
そ
の
児
童
福
祉
施
設
が
、
社
会
福
祉
法
第
三
十
 
 
 

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
会
福
 
 

祉
法
人
、
日
本
赤
十
字
社
又
は
民
法
第
三
十
四
条
 
 

の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
設
置
す
る
も
 
 

の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
そ
の
児
童
福
祉
施
設
が
主
と
し
て
利
用
さ
れ
る
 
 

地
域
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
障
 
 

害
児
施
設
給
付
費
の
支
給
、
入
所
さ
せ
る
措
置
又
 
 

は
保
育
の
実
施
等
を
必
要
と
す
る
児
童
、
そ
の
保
 
 
 

護
者
又
は
妊
産
婦
の
分
布
状
況
か
ら
み
て
、
同
種
 
 

の
児
童
福
祉
施
設
が
必
要
と
さ
れ
る
に
か
か
わ
ら
 
 
 

ず
、
そ
の
地
域
に
、
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
 
 

の
設
置
す
る
同
種
の
児
童
福
祉
施
設
が
な
い
か
、
 
 

又
は
あ
つ
て
も
こ
れ
が
十
分
で
な
い
こ
と
。
 
 

②
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
童
福
祉
施
設
に
対
す
る
 
 
 

補
助
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
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府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
は
、
そ
の
補
助
の
目
的
が
 
 
 

有
効
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
 
 
 

児
童
福
祉
施
設
に
対
し
て
、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
 
 
 

十
八
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
権
 
 
 

限
を
有
す
る
。
 
 

一
 
そ
の
児
童
福
祉
施
設
の
予
算
が
、
補
助
の
効
果
 
 

を
あ
げ
る
た
め
に
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 

は
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
必
要
な
変
更
を
す
べ
き
 
 

旨
を
指
示
す
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
そ
の
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
が
、
こ
の
法
律
若
 
 

し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
 
 

い
て
す
る
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
職
員
 
 

を
解
職
す
べ
き
旨
を
指
示
す
る
こ
と
。
 
 

③
 
国
庫
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
知
 
 
 

的
障
害
児
施
設
等
に
つ
い
て
補
助
し
た
金
額
の
三
分
 
 
 

の
二
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
補
助
金
の
返
還
命
令
］
 
 

第
五
十
六
条
の
三
 
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
次
に
 
 
 

掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
 
 
 

た
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
に
対
し
て
、
既
に
交
付
 
 
 

し
た
補
助
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
命
ず
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 

一
 
補
助
金
の
交
付
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。
 
 
 

二
 
詐
欺
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
を
も
つ
て
、
補
助
 
 

金
の
交
付
を
受
け
た
と
き
。
 
 
 

三
 
児
童
福
祉
施
設
の
経
営
に
つ
い
て
、
営
利
を
図
 
 

る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
。
 
 
 

四
 
児
童
福
祉
施
設
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
 
 

違
反
し
た
と
き
。
 
 

に
基
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
い
て
す
る
処
分
に
 
 

［
児
童
委
員
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
］
 
 

第
五
十
六
条
の
四
 
国
庫
は
、
第
五
十
条
第
二
号
に
規
 
 
 

定
す
る
児
童
委
員
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
厚
生
労
 
 
 

働
大
臣
の
定
め
る
事
項
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

予
算
の
範
囲
内
で
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
 
 
 

で
き
る
。
 
 

［
準
用
規
定
］
 
 

第
五
十
六
条
の
五
 
社
会
福
祉
法
第
五
十
八
条
第
二
項
 
 
 

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
有
財
産
特
別
措
置
 
 
 

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
条
第
 
 
 

二
項
第
二
号
の
規
定
又
は
同
法
第
三
条
第
一
項
第
四
 
 
 

号
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
譲
 
 
 

渡
又
は
貸
付
け
を
受
け
た
児
童
福
祉
施
設
に
準
用
す
 
 
 

る
。
 
 

第
玉
章
 
雑
則
 
 
 

［
福
祉
の
保
障
に
関
す
る
連
絡
調
整
等
］
 
 

第
五
十
六
条
の
大
 
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
福
祉
 
 
 

を
増
進
す
る
た
め
、
介
護
給
付
費
等
、
障
害
児
施
設
 
 
 

給
付
費
、
高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
又
は
特
定
入
所
 
 
 

障
害
児
食
費
等
給
付
費
の
支
給
、
第
二
十
一
条
の
六
 
 
 

又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
 
 
 

に
よ
る
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
並
び
に
そ
の
他
の
 
 
 

福
祉
の
保
障
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
相
互
に
 
 
 

連
絡
及
び
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

②
 
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
放
課
後
児
童
健
全
 
 
 

育
成
事
業
を
行
う
者
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
者
 
 
 

は
、
そ
の
事
業
を
行
い
、
又
は
そ
の
施
設
を
運
営
す
 
 
 

る
に
当
た
つ
て
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
児
 
 
 

童
及
び
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
そ
の
 
 
 

他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
積
極
的
な
支
援
を
行
う
 
 
 

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

［
保
育
所
の
設
置
又
は
運
営
の
促
進
］
 
 

第
五
十
六
条
の
七
 
保
育
の
実
施
へ
の
需
要
が
増
大
し
 
 
 

て
い
る
市
町
村
は
、
公
有
財
産
（
地
方
自
治
法
第
二
百
 
 
 

三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
有
財
産
を
い
う
。
）
 
 
 

の
貸
付
け
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
積
極
的
に
講
ず
 
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
多
様
な
 
 
 

事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
保
育
所
の
設
置
又
は
運
 
 
 

営
を
促
進
し
、
保
育
の
実
施
に
係
る
供
給
を
効
率
的
 
 
 

か
つ
計
画
的
に
増
大
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

②
 
国
及
び
都
道
府
県
は
、
前
項
の
市
町
村
の
措
置
に
 
 
 

関
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 
 

［
特
定
市
町
村
に
よ
る
市
町
村
保
育
計
画
］
 
 

第
五
十
六
条
の
八
 
保
育
の
実
施
へ
の
需
要
が
増
大
し
 
 
 

て
い
る
市
町
村
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
 
 
 

当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
 
「
特
 
 
 

定
市
町
村
」
 
と
い
う
。
）
は
、
保
育
の
実
施
の
事
業
及
 
 
 

び
主
務
省
令
で
定
め
る
子
育
て
支
援
事
業
そ
の
他
児
 
 
 

童
の
保
育
に
関
す
る
事
業
で
あ
つ
て
特
定
市
町
村
が
 
 
 

必
要
と
認
め
る
も
の
の
供
給
体
制
の
確
保
に
関
す
る
 
 
 

計
画
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

②
 
特
定
市
町
村
は
、
前
項
の
計
画
（
以
下
 
「
市
町
村
保
 
 
 

育
計
画
」
 
と
い
う
。
）
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
 
 
 

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
住
民
の
意
見
を
反
映
 
 
 

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

③
 
特
定
市
町
村
は
、
市
町
村
保
育
計
画
を
定
め
、
又
 
 
 

る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
 
 
 

は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
 
 

な
ら
な
い
。
 
 

④
 
特
定
市
町
村
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
市
町
 
 
 

村
保
育
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
実
施
の
状
況
を
 
 
 

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

⑤
 
特
定
市
町
村
は
、
市
町
村
保
育
計
画
の
作
成
及
び
 
 
 

市
町
村
保
育
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
実
施
に
関
 
 
 

し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
育
所
 
 
 

の
設
置
者
、
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
 
 
 

関
係
者
に
対
し
調
査
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
協
力
 
 
 

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

［
特
定
都
道
府
県
に
よ
る
都
道
府
県
保
育
計
画
］
 
 

第
五
十
六
条
の
九
 
保
育
の
実
施
へ
の
需
要
が
増
大
し
 
 
 

て
い
る
都
道
府
県
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
 
 
 

該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
 
 
 

定
都
道
府
県
」
 
と
い
う
。
）
は
、
市
町
村
保
育
計
画
の
 
 
 

達
成
そ
の
他
の
市
町
村
に
お
け
る
保
育
の
実
施
の
事
 
 
 

業
及
び
主
務
省
令
で
定
め
る
子
育
て
支
援
事
業
そ
の
 
 
 

他
児
童
の
保
育
に
関
す
る
事
業
で
あ
つ
て
特
定
都
道
 
 
 

府
県
が
必
要
と
認
め
る
も
の
の
供
給
体
制
の
確
保
に
 
 
 

資
す
る
た
め
、
各
市
町
村
を
通
ず
る
広
域
的
な
見
地
 
 
 

か
ら
、
当
該
供
給
体
制
の
確
保
に
関
す
る
計
画
を
定
 
 
 

め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

②
 
特
定
都
道
府
県
は
、
前
項
の
計
画
（
以
下
 
「
都
道
府
 
 
 

県
保
育
計
画
」
 
と
い
う
。
）
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
 
 
 

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
住
民
の
意
見
を
 
 
 

反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
 
 
 

す
る
。
 
 

③
 
特
定
都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
保
育
計
画
を
定
め
、
 
 
 

又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
 
 
 

す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
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［  第rr  ②  第［  ⑥  ⑤  ④  
ニーはなて体五課なな資町五事ら言の育 なて市五保るを市施及 況道 ら事こ県 ば  
児   、いはは十税け実す村十業なそ作計主け必町十育た行町にび特を府特な業れ保厚な  
前主こ  ○、、七除れ施る保六者いの成画務れ要村六計めう相関都定公県定いをを育生ら  
福号との但租左条外ばの事育条へ 0他上の大ばな保条画必者長し道都表保都 0所第計労な  

なに道及  
援対府び  
助し県地   

にに都対を技、  

喜羞筈窒  
他に のこ土他  よ事画団        主使 にと地の   う業の体  

とう つがに公   にの達は  

し建 いで対共  努円成、   ばな計県 努つし  
て物 てきし団   め滑に市  な助画保 めい、  

第［  第  ②  第［  ③  （∋  第［  
律五公る保行書はのは費五前定 又文こ世は費五報定第 とに額指害若り は児けの五不  
に十課こ護、の収世 、等十項に第は苦れ帯、等十告め二前が百に定児しそ都一施た手十正  
よ七及と者信聞入帯障の七のよ二当そらの障の七等る百二で分つ知施くの道部設者段七利  
り条びがの託覧の主害支条規る十該のの世害支条］ 歳三項きのき的設は他府を給がに条得  

0  

準課  定、支返そと給児施 金ら等り  

とは                           す地 払還のき付施設 額、のそ       し、                           る方 わさ支は費設等 のそ支の  

てこ  法自 せせ払、又給が 全の給他  
、の  律治 るるつ当は付、部障を不  
こ法  で法 こ額た該障費偽 又害受正  

⑤  ④  ③ ②  第［  第［  ③  ②  
つ その 改のあ 合 明でい立当対い施受出的らめ五無知づの置五施ことる で渡 れ  
い都の設都善設る都に第すきてち該して設けをと第必十認事い法し十設とな支前きし障を  
て道旨置道そ置と道つ十るる必入職、はのてしす四要九可はて律た八のがい給項な、害課  

こをほ 差受し三  
れ受か しけ  をけ、 押る  
しもの え利  差たこ さ権                                                                                                    押の法 るは                                                 さで律 こ、  
えあに と譲  

めに  るるよ がり  
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